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報を IRR(評価者間信頼性 ) 一致率を用いて比較することにより評価した．その結果，一




（続紙 ２ ） 
 




























用いて比較することにより評価し，提案手法の実用性を示した．   
以上要するに，本論文はパーソン・センタードな認知症支援あるいはケアを実現する
ために有用な知見を与えたものであり，その成果は学術上，実際上寄与するところが少
なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める．ま
た，令和２年２月１８日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請
者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた．  
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表に
際しては，論文内の一部に関して論文掲載が完了するまで，当該論文の全文に代えてそ
の内容を要約したものとすることを認める． 
 
